
重要文化財 「妙興寺由来記」（部分）　享徳2年（1453）

一宮市博物館 ICHINOMIYA CITY MUSEUM

午前９時30分～午後5時（入館は4時30分まで）

月曜日、11月4日（木）

一般600円（480円）、高校・大学生300円（240円）、中学生以下無料
・（　）内は20人以上の団体料金。
・一宮市内在住の満65歳以上で、住所・年齢の確認できる公的機関発行の証明書等を
  提示された方は無料。
・身体障害者手帳・戦傷病者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳を持参の方
  （付添人1人を含む、ミライロID可）は無料。

一宮市博物館

妙興寺（臨済宗妙心寺派）・妙興寺研究会

開 館 時 間

休   館  日

観 覧 料
（常設展含む）

主 催

協 力

10.16（土）　 
　  ～11.14（日）
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令和三年度 企画展

◆２階特集展示コーナー 「山本梅逸　花鳥の美」
　前期…10月19日（火）～11月  7日（日）
　後期…11月  9日（火）～11月28日（日）
◆２階たいけんの森 「わくわく体験　花鳥画で扇子」
　10月9日（土）～11月28日（日）
　【開催日】 毎週土曜・日曜日、祝日
　【時　間】 午前9時30分～正午、午後1時～午後4時30分
　【参加費】 中学生以下無料　高校生以上100円（大人も参加できます）
◆２階たいけんの森 「はたおり・糸つむぎ実演見学」
　【開催日】 毎週土曜・日曜日
　【時　間】 午前10時～11時30分、午後1時30分～午後3時
　【協　力】 尾張もめん伝承会

※新型コロナウイルス感染症の影響により、展覧会の会期等が変更・中止となる場合があります。
　最新情報は博物館のウェブサイト又はSNSでご確認ください。
※新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、ご来館に際しては、下記のご協力をお願いします。
　● 発熱や咳等の風邪症状の見られる方の来館はお控えください。　
　● マスクの着用をお願いします。
　● 入り口等にアルコール消毒液を設置していますので、ご利用ください。
　● 館内では人と人との十分な間隔（できるだけ2mを目安に）をおとりください。

〒491-0922　一宮市大和町妙興寺2390
TEL : 0586-46-3215　FAX : 0586-46-3216
URL : https://www.icm-jp.com

重要文化財 「妙興寺領坪付注文」　文和2年（1353）

※妙興寺蔵、一宮市博物館寄託

　国指定重要文化財「妙興寺文書」とは、愛知県一宮市大和
町に所在する妙興寺（臨済宗妙心寺派）に伝わる549通の文書
群です。主に寺領の変遷を伝える寄進状・売券・坪付注文、
寺の地位の高さを物語る「後光厳天皇綸旨」や「足利義詮御判
御教書」などからなりますが、寺院の歴史だけでなく、尾張
の中世史を語る上でも欠かせない文書群となっています。
　これらの文書群からは、妙興寺が尾張地域の有力国人で
あった荒尾氏・中島氏からの寄進などによって寺領を拡大し、
足利将軍家から寺領の安堵などの庇護を受けて、東海地域
における中心的寺院として繁栄していく様子をうかがうことが
できます。さらに、尾張守護・斯波氏や守護代・織田氏の
活動に翻弄され、室町末期の混乱によって寺領を失いながら
も、安土桃山時代以降、豊臣秀吉や尾張徳川家の保護を獲
得して、再び隆盛を迎える姿も見て取れます。
　加えて、これらの文書群が散逸を免れ、現在まで伝わった
背景には、歴代住持がその重要性を認識し、古文書整理や
重要な文書のひかえ（重書案）の作成を度々行ってきたという
特筆すべき偉業があります。
　本展では、全国屈指の質量を誇る「妙興寺文書」を一堂に
展示し、中世から戦国期、近世へと至る尾張の歴史を振り返
るとともに、これまで妙興寺で行われてきた古文書整理や修
史事業にもスポットを当てます。日本史研究の基礎となってい
る貴重な文書群を間近にご覧いただけるまたとない機会です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  　　ばいけん　つぼつきちゅうもん

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  ごこうごんてんのうりんじ　　     あしかがよしあきらごはん

みぎょうしょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あんど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しば

　　　　　　　　　　　　　　　     じゅうしょあん

名鉄名古屋本線「妙興寺」駅下車南口より徒歩7分
ニコニコふれあいバス「博物館西」下車徒歩5分交通のご案内

妙興寺文書の世界

最新イベント情報はコチラ！

一宮市博物館公式SNS

Twitter

Instagram

Facebook

YouTube

重要文化財 「紙本著色足利義教像」
室町時代（16世紀）

重要文化財 「滅宗宗興自筆妙興寺重書目録」
応安6年(1373)

重要文化財 「足利義詮御判御教書」
貞治3年（1364）

愛知県指定文化財 「紙本著色豊太閤画像」
安土桃山時代（17世紀）

重要文化財 「後光厳天皇綸旨」
南北朝期(14世紀)

一宮
稲沢北
IC


